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TEAM「涸沼と自然」TEAM「涸沼と自然」

　平成29年５月19日（金），NPO環～WAに協力していただき，第１回セイブフォレストプロ
グラムを行いました。当日は天気にも恵まれ，晴天の中活動を行うことができました。第１回セ
イブフォレストプログラムでは，NPO環～WAの代表である平澤文子氏の指導のもと，生徒15
名，教員２名で学校保有林とNPO環～WAの保有林のフィールドワークを行いました。今回は，
地域の里山の現状と種類，整備の必要性について学びました。また，今年度は，里山の生態調査
に向けて，一人３種類ずつ植物を採取しました。

TEAM「涸沼と自然」
第1回セイブフォレストプログラム

 ～里山再生プロジェクト～
　NPO環～WAの方々が協力して植
樹を行い，人の手を加えながら，里山
の再生を目指しています。
　保有林隣の里山では，果樹を植え，
さまざまな生物が集まる憩いの場とな
るように整備しているそうです。

NPO環～WA
平澤　文子さん

　実際に見て，触って，感じ
て．．．教室にいるだけでは
味わえない“自然”を体感
しました。
　平澤さんから植物の種類，
里山の資源利用について教え
ていただきました。
　これからは，「自然を守る
ために自分たちに何ができる
のか」みんなで考えて，活動
していきます。

さらに！！
　今年度は，里山への理解を深める
ため，生態調査を行うことにしまし
た。NPO環～WAの保有林にて，自
分の気になった植物の花や葉を採取
し，学校に持ち帰って植物の同定を
行います。採取の際に，実際に植物
に触れることで，葉の感触，花の匂
い，植物の大きさなど肌で感じるこ
とができました。

NPO環～WAの保有林にて

次回は．．．６月23日（金）
　第２回セイブフォレストプログラムでは，今後
の活動計画を全員で話し合いながら立てていきま
す。今回，保有林や里山の現状を知ることができ
たので，そこから「自分たちに何ができるか」を
考えて，1年間の計画を練っていきます。また，
保有林整備に取り組んでいくとともに，さらに保
有林や里山の生態を調査していくため，今回採取
した植物の種類を特定し，性質を調べて，長期的
な環境整備に役立てていきます。

里山で気になった植物を３種類採取しました！
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分の気になった植物の花や葉を採取
し，学校に持ち帰って植物の同定を
行います。採取の際に，実際に植物
に触れることで，葉の感触，花の匂
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活力あふれるアクティブスクール「大好き いばらき東！」
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やまとくん・さくらちゃん


